










































































































































































　回答現地法人の主要製品は，「食料品」が ４ 社（7.3%），「繊維製品」も ４
社（7.3%），「パルプ・紙・ゴム製品・ガラス・土石製品」が 2 社（3.6%），
「化学製品」が 5 社（9.1%），「医薬品」が無し（ 0 %），「鉄鋼・非鉄金属・
金属製品・機械部品」が21社（38.2%），「一般機械」が 3 社（5.5%），「輸送










3 . 2 　諸変数の測定尺度及びその有効性の確認
















































3 . 2 . 3 　現地市場に対応するマネジメント
　タイ国現地市場に対応するマネジメントに関しては，Lee,R.P.（2010）の
























3 . 2 . ４ 　本社の海外事業マネジメント
　本社の海外現地法人へのマネジメントに関しては Luo（2003）の研究を参



















3 . 2 . 5 　現地法人の自由闊達な組織風土
　海外現地法人における自由闊達な組織風土に関しては Alegre&Chiva










3 . 2 . 6 　業界変動
　タイ国現地市場の業界変動に関しては，Lee,R.P.（2010）の研究に基づい




























　表 2 によれば，探索的学習の平均値は2.62，中央値2.80，第 1 五分位数の


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有効 56 55 56
欠損値 0 1 0
平均値 3.62 2.62 -1.04
中央値 3.60 2.80 -1.00
標準偏差 0.61 0.75 0.93
最小値 1.80 1.00 -3.60
最大値 4.80 4.00 1.20
パーセン
タイル
20 3.20 2.00 -1.72
40 3.40 2.40 -1.20
60 3.80 2.80 -0.80




















































































































































































































































































































































































































































































































































































Adjusted R2 0.156 0.327
N 52 52
注：各変数の標準係数と有意水準を明記する．



















A B C D E F G
A 活用的学習 1 　 　 　 　 　 　
B 探索的学習 0.173  1 　 　 　 　 　
C 本社の海外現地配慮 0.184  0.317** 1 　 　 　 　
D 本社中心的意思決定 0.003 -0.101 0.122  1 　 　 　
E 自由闊達な組織風土 0.137  0.485*** 0.351*** -0.169 1 　 　
F 産業技術環境の変化 0.034  0.469*** 0.199 -0.084 0.277** 1 　
G 顧客需要の変化 0.138  0.305** 0.119 -0.010 0.154 0.382*** 1
* 相関係数は 10% 水準で有意 （両側）．　** 相関係数は 5 % 水準で有意 （両側）．*** 相関係数は 


























F-value  3.729 8.078  6.274
P<  0.05 0.01  0.001
R2  0.125 0.237  0.39
Adjusted R2  0.092 0.208  0.328
N 55 55 55
注：各変数の標準係数と有意水準を明記する．* 10% 水準で有意．　
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